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井上 勲 。堀口健雄 :微細藻類ノー ト (7) Pyrωnl・ とトリコシストの存在は，細胞が破裂してL、く過程で

monas parkeae NORRIS et PEARSON (プラシノ謀 容易に確認できる。

綱).Isao INOUYE and Takeo HORIGUCHI: Notes 体表中間鱗j十および外庖鱗片の屯liI.i'i写真と模式図を

on microalgae in ]apan (7) Pyramimonas parkeae 図 3 ~6 に示す。 本邦産の鱗片構造は原記載と完全に

NORRIS et PEARSON (Prasinophyceae). 一致する。

Pyramimonas (ピラミモナス)は主として河口，港 本種はわが|罰では八丈島および三百Ii半島Jff.崎より発

湾，沿岸域に生息しているが，例外的にタイドプール 見された。後者は本域凡夫氏(東海区水産研究所)の

でしばしば赤潮をつくる種類と して本経がある。1975 培養タンク中に発生したものである。

年 NORRISet PEARSONにより， fE子顕微鋭レベル 培養は Pyramimonas のなかでも政も容易で，蕊

の形質を加えてが「種記放された。 株は数カ月のJi!<i置でも死滅するこ とは稀である。これ

Pyγa l1umonas のなかでは大型のfftí類に属し 9~20 はこの藻がJ3;'lJJl変動の大きいタイドプールに生育する

μm である。前端から後端に1古!って稜線状に4列の|盗 ことにより，広い適応能力を獲得したためであると考

起があり，前端では四つの裂片となっている。正面l観 えられる。

は丸みをおびた四辺形を呈し(区i2)， 中央に郭~毛併が

みられる。縦毛は4木，互いに 90。の角度で1iX射状に

伸びる。鞭毛潜のまわりには光沢のある粒が泥んでお

り， 注意深く観察すると円形あるいは長方形であるこ

とがわかる ml1)。これはトリコ シス トである。柴縁
体は 1枚でカップ状 4枚のj十楽に分れて細胞I河端に

向って伸びている。後端にピレノイドがありその前端

に按するように l個の限点がある。ピレノイド周辺に

もトリコ・ノ久トが認められる。しばしばピレノイド上

部にわずかなくびれがみられるが，これはピレ/イド

基質を III~大した 2 炊のデンプン仰が上下から包んでい

るためである(区;1)0 IITJじタイ プのピレノイドデンプ

ンを持つ Pyramimonasgrosiiでも このようなくび

れを認めることができる。ピレノイ ドデンプンの形態

t 

2 
Figs. 1-2. Cells under Nomarski interference 

contrast microscopy. 1. Side view， showing tri. 

chocysts (t) and pyrenoid (p). 2. Apical view. 

Scale bar=5μm 

Figs. 3-4. Shadow cast fields of body scales. 

3. Outer layer scales; 4. Intermediate layer scalr. 

Scale bar=1 μm. 

Fig. 5. Schematic diagrams of outer layer 

scale (Ieft) and intermediate layer scale (right). 
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